




1.研究目的

　母体に感染したヘルペスウイルス(HSV)の胎児・新生児に及ぼす影響は二つ

考えられている。一つは HSV の子宮内感染による奇形の発生であり,もう一つ

は分娩時に母体の産道内に感染している HSV に感染し新生児の全身性ヘルペス

症を発症することである。

HSV の子宮内感染は,他のウイルスにおける子宮内感染の例から考えてみる

と妊婦中の初感染例にそのリスクが高いと考えてよいと思う。そこで,妊娠初

期に血清抗体の陰性例を追跡調査し,陽転化によって不顕性の初感染例を発見

しそのような妊娠より生まれた児を検討する乙上を第 1の目的とした。


